
 

 

 

 

                                                  

 
 

 

   

 

    

 

 

   

   

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

  

  

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＪＡ京都中央 令和３年３月９日 No.５３９ 作成者 荒木俊光 

 

)) 

―ＴＡＣ information―  

春の農作業が始まり、農業機械を扱う機会

が増えてきました。慣れている作業でも、ち

ょっとした不注意で大きな事故につながり

ます。 

農水省の調査では、この５年間は毎年約

300人の方が農作業で亡くなっており、その

半分以上が農機事故です（下の円グラフ）。

また、10 万人当たり死亡者は、農業では全

産業平均に比べ 11倍もの高い数字になって

います（左グラフ）。特に、65歳以上の高齢

者による事故が８～９割近くを占めます。  

３～５月は、春の全国農作業安全確認運動

が実施されています。作業に当たっては、十

分に安全に心掛け、点検を怠らず、チェック

ポイント（裏面）を確認して行いましょう。 

 写真は、酸性ほ場で生育が悪いところのホウレンソウです。根はいじ

けたように曲がり、先端が丸みを帯びます。養水分の吸収が抑えられて

生長できなくなったものです。 

 最近は、石灰資材を投入されていますので、酸性ほ場は少なくなりま

したが、窒素肥料を多く施用していると、硝酸態窒素がカルシウムと一

緒に流亡し、酸性になりやすくなります。以前は、窒素肥料を多く施用

する方の畑に酸性が多かったのは、このことから理解できます。  

10万人あたり死亡事故発生件数の推移 

(農研機構・農作業安全情報センター資料より) 

農農農作作作業業業安安安全全全確確確認認認運運運動動動実実実施施施中中中!!!!!!   

 

（人） 

酸性土壌で傷んだホウレンソウの根 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

ＪＡ共済資料より 

〇機械作業を中断する時はエンジン停止！ 

〇駐停車をするときは、駐車ブレーキを確実に！ 

〇「ちょっとだけだから」は危険！ 

  ちょっとの間だけだからとトラクターの左右ブレーキを連結しなかったり、

刈払い作業で防護メガネを装着しなかったことで、事故が起きています。 

〇ヘルメットを被ろう！ 

〇携帯電話を持ち歩こう！ 

〇危険な場所にはポール等で目印を！ 

農水省啓発用チラシより 

 


